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日
本
人
墓
地
慰
霊
団
に
参
加 

（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
・
パ
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
・
ウ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト

ッ
ク
・
ナ
ホ
ト
カ
展
墓
） 

（
三
重
県 

林 

英
夫
） 

第
二
次
世
界
大
戦
回
顧 

滋
賀
県 

 

吉 

田 

貞 

次 
 

 

 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
七
日
、
北
支
の
一
端

盧
溝
橋
で
勃
発
し
た
事
件
で
支
那
事
変
と
な
り
、
大
東
亜

戦
争
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
も
な
り
ま
し
た
。
支
那
事
変

当
時
は
野
洲
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
二
年
生
で
し
た
。

八
月
上
旬
、
野
洲
町
で
在
郷
軍
人
中
五
人
に
召
集
令
状
が

届
き
ま
し
た
。 

支
那
事
変
も
刻
々
と
激
戦
と
な
り
、
八
月
末
に
は
野
洲

町
で
五
十
人
程
度
が
召
集
令
状
で
出
征
を
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
九
月
、
十
月
と
召
集
令
状
に
よ
り
出
征
を
さ
れ
ま

し
た
。
十
二
月
十
三
日
、
当
時
支
那
の
首
都
南
京
陥
落
。

日
本
で
は
昼
は
旗
行
列
、
夜
は
提
灯
行
列
、
仮
装
行
列
と
、

陥
落
祝
賀
行
事
が
全
国
各
地
で
催
さ
れ
ま
し
た
。 

翌
年
五
月
十
九
日
に
は
徐
州
陥
落
と
、
当
時
五
カ
月
六

日
、
祝
し
た
も
の
で
し
た
。
九
月
に
は
大
別
山
が
陥
落
し

ま
し
た
が
、
京
都
部
隊
の
第
十
六
師
団
従
軍
で
、
野
洲
町
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で
五
人
が
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

野
洲
町
で
は
過
去
三
人
の
戦
死
者
が
あ
り
ま
し
て
、
町

葬
で
一
人
ず
つ
の
葬
式
で
し
た
が
、
今
回
は
五
人
の
合
同

葬
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

御
国
の
た
め
と
は
申
し
ま
す
が
、
本
当
に
国
の
犠
牲
者

で
し
た
。
私
た
ち
の
集
落
で
は
、
母
親
一
人
息
子
様
一
人

で
、
昭
和
十
年
十
二
月
一
日
現
役
兵
と
し
て
入
隊
さ
れ
、

真
面
目
に
勤
務
を
さ
れ
中
隊
一
番
と
も
聞
い
て
お
り
ま
し

た
。
当
時
、
下
士
官
勤
務
上
等
兵
で
、
昭
和
十
二
年
六
月

三
十
日
、
現
役
兵
を
満
期
除
隊
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

十
二
年
八
月
三
十
日
、
召
集
令
状
を
受
け
入
隊
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
の
母
親
の
気
持
ち
、
勿
論
本
人
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
昭
和
十
三
年
九
月
十
一
日
、

片
桐
部
隊
の
大
別
山
攻
撃
で
大
勢
の
戦
死
者
が
出
ま
し
た

内
の
一
人
で
し
た
。
一
人
息
子
が
戦
死
を
さ
れ
た
の
で
親

戚
よ
り
養
子
を
貰
い
、
相
続
人
と
し
て
町
葬
を
行
わ
れ
ま

し
た
。 

戦
局
も
深
ま
り
ま
し
た
が
、
中
国
は
な
か
な
か
広
い
国

の
た
め
日
本
軍
も
勝
利
は
見
え
ず
、
長
期
戦
と
な
り
ま
し

た
。 昭

和
十
六
年
八
月
九
日
、
私
に
も
産
業
戦
士
と
し
て
出

頭
令
状
が
来
ま
し
た
。
来
る
八
月
十
二
日
午
前
九
時
、
大

津
市
公
会
堂
に
出
頭
せ
よ
と
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
予
期

も
し
な
い
出
頭
書
に
驚
き
ま
し
た
。
野
洲
町
に
は
五
人
の

出
頭
令
状
が
来
ま
し
た
。 

八
月
十
二
日
、
野
洲
町
よ
り
五
人
の
者
は
大
津
市
公
会

堂
へ
行
き
ま
し
た
。
検
査
官
が
説
明
を
し
て
身
体
検
査
を

受
け
ま
し
た
。
合
格
者
に
は
八
月
末
日
ま
で
に
は
徴
用
令

状
が
届
き
ま
す
か
ら
そ
の
準
備
を
し
な
さ
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
野
洲
町
よ
り
五
人
が
行
き
ま
し
た
が
、
合
格
者
は

三
人
で
し
た
。 

八
月
末
日
、
徴
用
令
状
が
届
き
ま
し
た
。
来
る
九
月
十

日
、
広
島
県
呉
海
軍
工
廠
に
入
廠
す
る
こ
と
、
但
し
九
月

九
日
午
後
三
時
、
大
津
市
立
中
央
小
学
校
に
集
合
。
衣
服

寝
具
は
一
週
間
前
、
指
定
の
所
へ
送
る
こ
と
等
、
詳
細
に

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。 

九
月
九
日
午
前
十
時
頃
よ
り
親
戚
一
同
、
隣
組
の
方
々

が
出
発
に
際
し
お
祝
い
の
挨
拶
に
来
て
下
さ
っ
て
、
皆
さ
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ん
に
出
発
の
挨
拶
と
お
願
い
を
す
る
。 

「
日
支
事
変
も
深
刻
と
な
り
長
期
戦
と
な
り
ま
し
た
。

私
も
産
業
戦
士
と
し
て
呉
海
軍
工
廠
へ
徴
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
に
勝
つ
ま
で
は
国
の
た
め
、
国
民
の
た
め
に
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
な
お
、
留
守
中
は
家
族
の
者
が
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
を
致
し
、
我
が
家
を
後
に
し
て
出
発
す

る
野
洲
小
学
校
へ
と
向
か
う
。
午
後
一
時
頃
よ
り
野
洲
小

学
校
校
庭
に
お
い
て
、
野
洲
町
主
催
の
壮
行
式
が
野
洲
町

出
身
三
人
の
者
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

野
洲
町
長
野
田
市
松
殿
よ
り
激
励
の
挨
拶
を
受
け
る
。

「
こ
の
度
、
野
洲
町
よ
り
三
人
の
方
に
は
、
戦
局
も
長
期

戦
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
呉
海
軍
工
廠
へ
徴

用
工
員
と
し
て
出
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争

に
は
第
一
線
で
活
躍
を
し
て
い
た
だ
き
、
又
、
銃
後
の
産

業
戦
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
身
体

に
は
充
分
留
意
さ
れ
、
お
国
の
た
め
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
激
励
の
挨
拶
を
賜
り
ま
し
た
。
三
人
を
先
頭
に
、
小
学

校
の
生
徒
、
親
戚
の
方
、
一
般
の
皆
さ
ん
に
歓
呼
の
声
で

野
洲
駅
ま
で
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
列
車
に
乗
る
。
万
歳

の
声
で
、
姿
の
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
り
ま
し
た
。 

大
津
市
立
中
央
小
学
校
で
は
、
滋
賀
県
全
員
約
百
人
程

度
で
し
た
。
県
主
催
で
壮
行
式
を
挙
行
す
る
。 

滋
賀
県
勢
百
人
は
夜
行
列
車
に
て
呉
に
向
か
う
。
九
月

十
日
、
呉
海
軍
工
廠
入
廠
式
に
参
列
す
。
終
了
後
、
呉
港

よ
り
鍋
港
ま
で
船
で
輸
送
さ
れ
鍋
港
に
上
陸
す
。
警
固
屋

十
丁
目
、
堤
寄
宿
舎
に
入
舎
す
。 

堤
寄
宿
舎
に
は
約
五
千
人
余
り
の
寮
生
で
し
た
。
私
は

生
ま
れ
て
初
め
て
寄
宿
舎
生
活
を
し
ま
し
た
。 

満
十
七
歳
で
家
族
と
別
れ
て
呉
海
軍
工
廠
へ
徴
用
工
員

と
し
て
勤
務
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
所
属
は
製
鋼

部
検
査
係
分
析
工
員
で
し
た
。
分
析
工
は
鋼
の
分
析
で
、

鋼
の
成
分
を
調
査
す
る
の
が
仕
事
で
し
た
。
仕
事
は
軽
労

働
で
し
た
が
、
化
学
薬
品
を
利
用
す
る
の
で
身
体
が
大
変

で
し
た
。 

呉
海
軍
工
廠
は
東
洋
一
の
造
船
所
で
、
面
積
の
広
い
の

に
驚
き
ま
し
た
。
工
廠
内
に
は
鉄
道
施
設
、
バ
ス
運
行
、

毎
日
の
通
勤
も
高
等
官
は
バ
ス
、
判
任
官
は
鉄
道
で
通
勤
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で
し
た
。
延
長
は
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
位
は
あ
り
ま
し
た
。 

戦
艦
「
陸
奥
」｢

長
門｣

と
言
え
ば
我
が
国
最
大
の
戦
艦

で
し
た
が
「
大
和
」｢

武
蔵｣

に
比
べ
る
と
、
「
大
和
」
「
武

蔵
」
は
大
人
で｢

陸
奥｣

「
長
門
」
は
子
供
位
に
見
え
ま
し

た
。
我
が
国
の
戦
艦
は
呉
海
軍
工
廠
で
造
船
を
さ
れ
ま
し

た
。
あ
の
「
大
和
」「
武
蔵
」
の
戦
果
を
期
待
し
て
お
り
ま

し
た
が
残
念
で
し
た
。
我
が
国
の
国
防
費
が
「
大
和
」「
武

蔵
」
に
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
巨
額
が
太
平

洋
戦
争
で
沈
ん
だ
訳
で
す
。 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
真
珠
湾
攻
撃
よ
り
日
米
戦

争
は
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
呉
の
街
は
、
灯
火
管
制
に
よ

り
真
っ
暗
闇
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
二
月
に
は
「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。
「
マ
レ
ー
シ

ア
」
「
タ
イ
」
「
ビ
ル
マ
」
と
攻
撃
を
続
け
ま
し
た
が
戦
果

は
見
ら
れ
ず
、
戦
局
も
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。 

呉
海
軍
工
廠
の
徴
用
工
員
は
、
昭
和
十
七
年
度
は
本
籍

地
で
徴
兵
検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
昭
和
十
八
年
度
は
徴

兵
検
査
の
受
検
者
も
多
く
、
本
籍
地
を
呉
市
に
寄
留
し
て

受
検
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
三
日
午
前

八
時
よ
り
、
呉
市
立
第
一
小
学
校
で
徴
兵
検
査
を
受
け
ま

し
た
。
広
島
連
隊
区
よ
り
検
査
官
は
来
ら
れ
ま
し
た
。
確

か
に
軍
隊
は
厳
し
く
、
早
朝
よ
り
一
日
中
軍
隊
生
活
と
思

い
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
検
査
も
終
わ
り
、
最
後
に
検
査

官
の
前
で
「
甲
種
合
格
」
と
背
中
を
叩
か
れ
、
復
唱
「
甲

種
合
格
」「
よ
ー
し
」
と
申
さ
れ
、
や
れ
や
れ
徴
兵
検
査
も

終
わ
り
ま
し
た
。
私
も
軍
隊
へ
行
け
ば
呉
海
軍
工
廠
の
徴

用
工
員
と
お
別
れ
が
で
き
る
と
思
い
心
か
ら
嬉
し
か
っ
た
。

翌
日
か
ら
は
軍
人
勅
諭
、
先
陣
訓
や
典
範
令
の
勉
強
を
し

ま
し
た
。
入
隊
ま
で
に
軍
人
勅
諭
と
戦
陣
訓
や
典
範
令
の

勉
強
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
軍
人
勅
諭
と
戦
陣
訓
は
覚
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
一
月
三
十
一
日
、
呉
海
軍
工
廠
と
お
別
れ

の
日
が
来
ま
し
た
。
約
二
年
六
カ
月
、
徴
用
工
員
と
し
て

無
事
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
職
場
の
皆
さ
ん
か

ら
は
餞
別
を
頂
き
、
永
ら
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
と
お

礼
を
申
し
て
呉
の
街
を
後
に
し
て
入
隊
準
備
に
帰
郷
し
ま
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し
た
。 

入
隊
は
満
州
国
黒
河
省
璦
琿
満
州
第
六
一
二
部
隊
・
野

砲
兵
第
四
中
隊
佐
藤
隊
に
決
ま
る
。 

昭
和
十
九
年
二
月
九
日
、
朝
か
ら
氏
神
様
に
武
運
長
久

祈
願
に
参
る
。
親
戚
の
方
は
朝
か
ら
お
祝
い
に
来
て
下
さ

っ
た
。
午
前
十
時
頃
よ
り
親
戚
、
隣
組
、
友
人
か
ら
祝
っ

て
頂
く
。
出
発
前
に
皆
さ
ん
に
挨
拶
を
す
る
。 

｢

本
日
は
私
の
た
め
に
早
朝
よ
り
お
祝
い
に
来
て
頂
き

ま
し
て
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
に

徴
用
工
員
と
し
て
呉
海
軍
工
廠
へ
入
廠
し
ま
し
た
時
も
こ

の
よ
う
に
祝
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
度
は
軍
人
と
し
て

遥
か
満
州
へ
入
隊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
局
は
激

し
く
な
り
、
日
本
の
国
も
大
変
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
一

生
懸
命
軍
務
に
励
み
、
日
本
が
勝
つ
ま
で
頑
張
り
ま
す
。

留
守
中
は
家
族
が
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
。 

親
戚
の
伯
父
が｢

吉
田
貞
次
君
萬
歳｣

と
元
気
よ
く
発
声

を
さ
れ
、
全
員
で
元
気
よ
く
萬
歳
を
し
て
我
が
家
を
後
に
、

自
治
会
の
忠
魂
碑
前
で
「
市
三
宅
区
の
告
別
式
」
を
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
野
洲
町
立
小
学
校
校
庭
で
野
洲

町
主
催
の
壮
行
式
を
挙
行
さ
れ
、
野
洲
町
長
野
田
市
松
殿

よ
り
激
励
の
挨
拶
を
受
け
、
野
洲
駅
ま
で
野
洲
町
幹
部
の

方
々
、
各
種
団
体
の
長
、
親
戚
、
小
学
校
の
生
徒
等
々
の

歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
行
く
。
列
車
の
窓
よ
り
手
を
振
り

萬
歳
で
別
れ
る
。
京
都
駅
で
滋
賀
県
出
身
者
は
集
合
。
夜

行
列
車
で
広
島
に
向
か
う
。 

翌
日
、
広
島
西
練
兵
場
で
入
隊
式
後
、
身
体
検
査
を
受

け
る
。
徴
兵
検
査
か
ら
約
八
カ
月
経
過
し
、
身
体
の
悪
い

者
で
即
日
帰
郷
者
も
い
ま
し
た
。 

二
月
十
三
日
午
後
十
一
時
頃
、
広
島
師
団
東
練
兵
場
よ

り
軍
用
列
車
に
乗
車
す
る
。
列
車
は
九
州
博
多
に
向
か
う
。

午
前
五
時
頃
、
昨
年
開
通
の
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
。

午
前
九
時
頃
、
博
多
港
を
出
港
。
途
中
、
玄
界
灘
で
は
波

が
荒
く
全
員
船
酔
い
を
す
る
。
約
八
時
間
で
釜
山
港
に
到

着
。
冬
の
寒
い
釜
山
港
で
夕
食
を
食
べ
る
。
午
後
九
時
頃
、

朝
鮮
鉄
道
釜
山
駅
を
出
発
。
朝
鮮
半
島
を
二
昼
夜
で
通
過

す
。
第
一
夜
は
車
中
で
演
芸
会
を
開
催
す
。
軍
歌
、
流
行

歌
、
歌
謡
曲
等
色
々
と
楽
し
か
っ
た
が
、
二
夜
三
夜
と
な
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る
と
退
屈
で
し
た
。
網
棚
や
通
路
に
寝
る
場
所
を
取
る
の

に
競
争
で
し
た
。
通
路
に
寝
る
と
、
便
所
に
行
く
者
に
何

回
と
な
く
顔
や
頭
を
蹴
ら
れ
ま
し
た
。 

朝
鮮
半
島
通
行
の
二
日
間
は
食
事
給
与
も
折
弁
当
で
ご

馳
走
で
し
た
が
、
満
州
へ
入
っ
て
か
ら
は
飯
盒
で
受
領
し
、

飯
盒
の
盛
り
分
け
で
粗
食
で
し
た
。 

客
車
輸
送
も
六
日
間
乗
る
と
ま
た
退
屈
で
、
お
互
い
に

早
く
降
り
て
長
く
伸
び
て
寝
た
い
な
と
口
癖
の
よ
う
に
話

し
ま
し
た
。
列
車
は
北
黒
線
に
入
り
ま
し
た
。
満
州
は
実

に
広
い
国
だ
と
実
感
を
し
ま
し
た
。 

二
月
十
九
日
午
前
九
時
頃
、
朝
水
駅
に
到
着
。
朝
水
部

隊
三
個
中
隊
は
下
車
す
る
。
部
隊
の
兵
舎
ま
で
約
三
十
分
、

徒
歩
行
進
を
す
る
。
中
隊
に
到
着
す
る
。
装
具
は
中
央
廊

下
右
の
初
年
兵
班
に
置
い
て
営
庭
に
集
合
、
初
年
兵
約
八

十
人
は
営
庭
に
整
列
を
す
る
。
満
州
第
六
一
二
部
隊
野
砲

兵
第
四
中
隊
長
陸
軍
大
尉
佐
藤
勝
殿
よ
り
初
年
兵
に
歓
迎

の
詞
を
述
べ
ら
れ
ま
す
と
、
上
官
よ
り
命
令
が
あ
る
。
中

隊
長
よ
り
歓
迎
の
詞｢

君
ら
は
遠
い
内
地
よ
り
遥
々
と
北

満
の
地
ま
で
、
ま
た
極
寒
の
地
へ
御
苦
労
で
す
。
こ
の
朝

水
陣
地
は
君
ら
の
墓
場
で
あ
る
。
ソ
連
軍
が
攻
撃
し
て
も

死
守
す
る
の
だ｣

と
強
調
さ
れ
た
。
中
隊
長
は
、
関
西
人
間

は
大
嫌
い
だ
、
口
は
上
手
だ
が
実
行
が
で
き
な
い
。
昔
、

第
四
師
団
の
歩
兵
八
連
隊
は
戦
争
で
斥
候
に
出
た
者
が
、

敵
情
捜
索
も
せ
ず
適
当
な
報
告
を
し
た
の
で
敵
に
包
囲
を

さ
れ
負
け
た
例
が
あ
る
の
で
、
と
中
隊
長
は
初
年
兵
に
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
は
御
祝
い
の｢

赤
飯｣

を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
夕
食
も
赤
飯
だ
と
思
っ
た
ら
高
粱
飯
で
し
た
。

高
粱
は
麦
よ
り
味
が
悪
い
で
す
。 

野
砲
兵
に
は
分
業
が
あ
り
ま
す
。｢

観
測｣

「
通
信
」「
砲

手
」「
御
者
」
が
あ
り
ま
し
た
。｢

観
測
は
敵
情
捜
索｣

「
敵

地
か
ら
砲
列
ま
で
の
距
離
」
「
方
向
」
「
高
低
」
を
測
量
す

る
。
通
信
は｢

観
測
の
デ
ー
タ
ー
を
砲
列
（
砲
手
）
に
連
絡

を
す
る
。
砲
手
は
眼
鏡
で｢

距
離｣

「
方
向
」
「
高
低
」
を
合

わ
す
。
分
隊
長
命
令
で
発
射
を
す
る
。
御
者
は
火
砲
を
砲

列
地
ま
で
輸
送
す
る
、
馬
六
頭
で
引
き
移
動
を
す
る
。
初

年
兵
は
分
業
に
よ
り
訓
練
を
受
け
て
、
三
カ
月
で
一
期
の

検
閲
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
観
測
の
重
測
遠
機
が
担
当
で

し
た
。
重
測
遠
機
は
、
敵
地
ま
で
の
距
離
を
観
測
す
る
の
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が
任
務
で
し
た
。
野
砲
兵
は
、
友
軍
歩
兵
の
援
護
射
撃
が

目
的
で
す
。
重
測
遠
機
が
距
離
を
間
違
え
ば
歩
兵
部
隊
を

射
撃
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
慎
重
に
測
量
を
す
る
こ
と

が
基
礎
で
し
た
。 

入
隊
前
よ
り
、
一
期
検
閲
は
初
年
兵
の
軍
事
訓
練
の
基

礎
と
な
る
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
一
期
の
検
閲
は

満
州
第
六
一
二
部
隊
長
陸
軍
少
将
小
林
隆
閣
下
、
野
砲
兵

連
隊
長
陸
軍
少
佐
長
島
巖
殿
、
大
隊
長
陸
軍
大
尉
安
心
院

殿
他
大
勢
の
直
轄
上
官
ば
か
り
が
欠
点
を
見
ま
す
の
で
、

平
素
は
で
き
て
も
初
年
兵
は
「
お
め
て
」
し
ま
い
、
上
が

っ
て
し
ま
う
状
態
で
し
た
。
中
隊
長
、
小
隊
長
、
助
教
授
、

助
教
、
助
手
は
一
生
懸
命
で
し
た
。
検
閲
官
は
講
評
で
「
や

や
良
好
と
認
め
る
」
と
申
さ
れ
、
中
隊
長
以
下
初
年
兵
に

至
る
ま
で
「
ほ
っ
と
一
息
」
と
い
う
様
子
で
し
た
。
二
期

の
検
閲
は
楽
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

八
月
十
日
付
で
「
上
等
兵
候
補
を
命
ず
」
が
約
一
〇
％

で
、
残
り
は
「
一
等
兵
を
命
ず
」
の
命
令
で
し
た
。
上
等

兵
候
補
は
精
勤
章
、
赤
で
山
型
一
本
授
与
さ
れ
、
右
腕
に

着
け
ま
し
た
。
軍
隊
生
活
は
毎
日
厳
し
い
訓
練
を
受
け
ま

し
た
が
、
ま
た
楽
し
い
演
芸
会
も
あ
り
ま
し
た
。
中
隊
全

員
一
個
班
に
集
合
を
す
る
。
ま
ず
初
年
兵
か
ら
軍
歌
、
流

行
歌
、
浪
曲
等
を
順
番
に
出
演
し
た
。
三
重
県
出
身
の
浜

口
佐
治
雄
君
、
浪
曲
が
上
手
で
し
た
。｢

芸
は
身
を
助
け
る｣

と
申
し
ま
す
が
中
隊
で
の
人
気
者
と
な
り
、
古
年
兵
か
ら

評
判
で
し
た
。
ま
た
内
地
の
部
隊
で
は
「
軍
旗
祭
」
が
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
満
州
部
隊
で
は
部
隊
の
創
立
記
念
日
に

は
軍
旗
祭
同
様
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。
各
中
隊
別
で
各

種
の
競
技
、
ま
た
演
劇
も
あ
り
、
平
素
は
全
然
知
ら
ず
に

お
り
ま
し
た
が
、
あ
の
戦
友
が
、
古
年
兵
が
あ
の
よ
う
な

特
技
や
芸
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
等
、
立
派
な
場
面
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
軍
隊
で
も
こ
ん
な
楽
し
い
一
日
が
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。 

佐
藤
中
隊
長
は
一
兵
卒
か
ら
下
士
官
候
補
に
合
格
、
准

尉
で
少
尉
候
補
生
に
合
格
さ
れ
、
現
在
陸
軍
大
尉
で
、
陸

軍
野
砲
連
隊
第
四
中
隊
長
で
す
が
、
日
支
事
変
に
は
現
中

国
の
地
で
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。
大
分
出
身
で
、
さ
す
が

九
州
男
児
と
も
言
う
べ
き
男
の
中
の
男
で
あ
る
と
い
う
。

性
格
は
中
隊
長
で
は
厳
し
い
方
で
し
た
。
常
に
中
隊
長
は
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厳
格
で
、
何
事
も
や
る
べ
き
時
に
は
や
る
の
だ
、
ま
た
創

立
記
念
日
に
は
大
い
に
楽
し
く
遊
ぶ
の
だ
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 創

立
記
念
日
応
援
歌｢

朝
水
神
社
の
神
主
が
、
お
み
く
じ

引
い
て
申
す
に
は
、
今
度
も
佐
藤
隊
が
勝
つ
勝
つ
勝
つ
勝

つ｣

。
中
隊
別
競
技
は
、
応
援
団
の
応
援
が
大
変
面
白
か
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

上
等
兵
候
補
は
一
般
兵
よ
り
厳
し
い
特
別
教
育
を
受
け

る
。
例
え
ば
指
揮
者
に
な
っ
て
号
令
を
掛
け
る
練
習
等
、

中
隊
幹
部
に
な
る
教
育
、
号
令
調
整
で
は
声
が
嗄
れ
て
咽

が
痛
く
困
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
特
別
教
育
も
終
わ
り
、

一
選
抜
上
等
兵
の
命
令
が
出
る
。
昭
和
二
十
年
二
月
十
日

付
で
「
吉
田
貞
次
、
右
の
者
は
陸
軍
上
等
兵
を
命
ず
」
。
早

速
、
中
隊
長
中
隊
幹
部
、
内
務
班
長
、
内
務
班
専
任
兵
長
、

内
務
班
全
員
に
申
告
、
報
告
を
す
る
。
階
級
章
の
着
け
替

え
。
明
日
は
紀
元
節
の
祭
日
で
休
日
で
す
が
、
部
隊
の
衛

兵
所
勤
務
の
命
令
、
同
年
兵
の
一
等
兵
の
者
は
、
上
等
兵

に
な
っ
た
ら
そ
の
位
は
当
た
り
前
だ
と
「
い
や
み
」
を
申

す
。 

上
等
兵
に
な
る
と
勤
務
が
多
く
「
舎
内
週
番
上
等
兵
」

「
厩
週
番
上
等
兵
」
等
、
一
週
間
勤
務
を
す
る
。
舎
内
週

番
、
厩
週
番
勤
務
を
連
続
で
す
る
。 

昭
和
二
十
年
六
月
の
こ
と
、
厩
週
番
上
等
兵
勤
務
中
の

事
件
。
当
時
、
中
隊
長
陸
軍
中
尉
北
条
専
精
殿
の
乗
馬
「
村

照
号
死
亡
の
件
」
。
早
朝
よ
り
陣
地
放
牧
場
で
中
隊
馬
を
放

牧
中
、
監
視
兵
二
人
が
勤
務
を
す
る
。
夕
方
午
後
五
時
頃
、

放
牧
場
よ
り
厩
へ
馬
を
全
部
入
れ
る
。
一
頭
不
足
と
厩
当

番
よ
り
報
告
を
受
け
る
。
不
明
馬
が
中
隊
長
の
乗
馬
「
村

照
号
」
と
判
明
。
当
番
二
人
と
週
番
上
等
兵
の
三
人
で
陣

地
放
牧
場
を
大
探
し
す
る
。
夕
日
が
落
ち
か
か
っ
て
い
る

時
凹
地
で
中
隊
長
乗
馬
を
発
見
す
る
。
既
に
死
亡
す
。
馬

は
、
陣
地
内
電
線
が
た
れ
下
が
り
、
そ
の
電
線
で
感
電
死

を
し
て
お
り
、
早
速
堀
口
至
彦
週
番
下
士
官
に
報
告
す
る
。

週
番
下
士
官
よ
り
、
二
站
陣
地
構
築
の
た
め
出
張
の
中
隊

長
に
報
告
。
素
早
く
中
隊
長
に
連
絡
が
で
き
ま
し
た
。
中

隊
長
は
即
帰
る
と
の
こ
と
で
安
心
だ
が
、
罪
が
心
配
で
し

た
。
週
番
下
士
官
は
禁
固
、
週
番
上
等
兵
は
営
倉
に
入
れ

ら
れ
る
と
い
う
「
デ
マ
」
が
飛
ぶ
。
吉
田
は
営
倉
を
覚
悟
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す
る
。
中
隊
長
は
報
告
後
三
時
間
後
に
中
隊
へ
帰
ら
れ
、

週
番
下
士
官
、
週
番
上
等
兵
は
「
村
照
号
」
中
隊
長
乗
馬

死
亡
事
故
に
つ
い
て
経
過
報
告
を
す
る
。 

中
隊
長
は｢

中
隊
長
乗
馬
村
照
号｣

の
事
故
死
の
経
過
調

書
を
と
り
、「
週
番
下
士
官
、
週
番
上
等
兵
の
過
失
に
対
し

て
は｢

中
隊
長
が
責
任
を
と
る｣

と
申
さ
れ
、
二
人
の
刑
罰

は
中
隊
長
の
一
言
で
「
中
隊
長
乗
馬
村
照
号
死
亡
事
故
」

の
件
は
無
罪
で
終
わ
り
ま
し
た
。
中
隊
の
幹
部
は
じ
め
、

隊
員
二
人
の
無
罪
に
は
あ
き
れ
て
い
ま
し
た
。
同
年
兵
も
、

吉
田
の
営
倉
は
気
の
毒
と
思
っ
た
者
、
ま
た
反
面
、
上
等

兵
に
な
っ
た
か
ら
勤
務
事
故
に
な
っ
た
、
一
等
兵
で
あ
れ

ば
平
凡
だ
っ
た
の
に
と
、
様
々
な
批
評
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
後
八
時
頃
、
日
夕

に
っ
せ
き

点
呼
、
同

時
に
「
ソ
連
軍
が
我
が
陣
地
を
戦
車
隊
で
包
囲
を
す
る
、

我
が
中
隊
は
陣
地
内
兵
舎
へ
移
動
す
べ
し
」
の
命
令
が
下

っ
た
。
国
境
守
備
隊
の
本
領
だ
が
、
初
年
兵
教
育
で
訓
練

を
受
け
た
「
観
測
の
重
測
遠
機
」
は
な
く
、
「
十
セ
ン
チ
榴

弾
砲
は
南
方
戦
線
の
た
め
に
出
さ
れ
、
陣
地
内
で
は
迫
撃

砲
だ
け
。
関
東
軍
の
弱
点
を
確
か
め
て
ソ
連
軍
は
攻
撃
を

し
ま
し
た
。 

北
條
部
隊
長
は
「
陣
地
は
戦
車
に
包
囲
さ
れ
、
黒
龍
江

よ
り
艦
砲
射
撃
、
空
か
ら
空
軍
の
機
銃
掃
射
で
防
御
戦
ば

か
り
、
袋
の
ね
ず
み
状
態
だ
、
朝
水
陣
地
を
死
守
せ
よ
」

の
命
令
を
下
す
。
同
じ
玉
砕
な
ら
肉
弾
戦
と
決
め
、
急
造

爆
雷
を
抱
え
敵
の
戦
車
に
肉
薄
攻
撃
を
す
る
。
渡
壁
少
尉

以
下
十
五
人
は
第
一
編
成
で
挺
身
さ
れ
、
全
員
戦
死
で
し

た
。
渡
壁
少
尉
は
胴
と
足
が
切
断
さ
れ
、
五
メ
ー
ト
ル
程

も
飛
び
上
が
り
ま
し
た
。
爆
弾
も
上
手
に
爆
発
す
れ
ば
戦

車
は
全
滅
で
す
が
、
一
部
爆
発
程
度
で
、
三
十
セ
ン
チ
程

地
上
よ
り
上
が
り
行
進
し
ま
し
た
が
、
兵
は
戦
死
し
ま
し

た
。
第
二
編
成
に
私
は
編
成
さ
れ
、
命
令
を
待
っ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
命
令
が
来
る
と
死
は
覚
悟
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
命
令
違
い
で
し
た
。 

八
月
十
五
日
以
降
は
敵
機
が
少
な
い
と
は
感
じ
て
い
ま

し
た
が
不
思
議
で
し
た
。
八
月
二
十
日
夕
刻
に
報
道
が
あ

り
、
終
戦
ら
し
い
、
日
本
は
負
け
た
と
言
い
出
し
ま
し
た
、

し
ば
ら
く
す
る
と
部
隊
長
よ
り
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。 
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｢

日
本
は
無
条
件
降
伏
を
し
ま
し
た｣

と
伝
え
ら
れ
、
残

念
で
、
そ
の
命
令
が
信
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
隊
長

も
「
残
念
で
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
」
と
涙
を
流
し
て
全

員
に
命
令
を
達
し
ま
し
た
。 

｢
明
日
八
月
二
十
一
日
午
前
八
時
現
地
に
集
合
、
兵
器
、

小
銃
、
帯
剣
を
付
け
て
徒
構
図
に
向
か
う
。
徒
構
図
に
お

い
て
ロ
シ
ア
軍
の
命
令
で
武
装
解
除
を
受
け
る
予
定
で
す
。

命
令
は
終
わ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
明
日
に
命
令
す
る｣

。 

二
十
一
日
午
前
八
時
頃
、
部
隊
長
以
下
全
員
は
武
装
し

て
集
合
す
る
。
出
発
時
に
携
帯
口
糧
一
食
分
を
支
給
さ
れ

る
。
後
の
食
糧
は
そ
の
都
度
渡
す
か
ら
と
言
わ
れ
、
取
り

敢
え
ず
一
食
分
を
貰
っ
て
、
中
隊
長
の
命
令
で
懐
か
し
い

朝
水
陣
地
を
後
に
し
て
出
発
を
す
る
。
朝
水
部
隊
の
衛
兵

所
表
門
付
近
に
ロ
シ
ア
人
の
死
体
が
五
体
程
あ
り
、
ま
た

百
メ
ー
ト
ル
歩
く
と
ロ
シ
ア
人
の
死
体
が
五
、
六
体
あ
り

ま
し
た
。
戦
死
を
し
て
か
ら
日
数
が
過
ぎ
、
う
じ
虫
が
体

中
に
つ
い
て
お
り
、
避
け
て
通
り
ま
し
た
。
体
が
腐
っ
て

臭
か
っ
た
。
夏
で
も
あ
り
、
早
く
腐
り
ま
す
。
悲
惨
な
戦

場
跡
地
を
行
軍
す
る
。
昼
前
に
徒
構
図
へ
到
着
を
す
る
。

ロ
シ
ア
軍
の
兵
士
が
解
ら
ぬ
言
葉
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
ロ
シ
ア
軍
の
命
令
で
、
兵
器
を
山
積
み

に
し
て
捨
て
ま
し
た
。
約
一
年
半
、
朝
夕
に
手
入
れ
を
し

た
「
銃
と
剣
」、
自
分
の
命
と
同
様
の
魂
と
も
言
う
べ
き
兵

器
。
手
入
れ
が
悪
い
と
兵
器
に
謝
る
教
育
を
受
け
た
兵
器

に
涙
を
流
し
て
感
謝
を
し
な
が
ら
命
令
通
り
に
捨
て
ま
し

た
。
戦
争
に
負
け
た
哀
れ
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た
。 

昨
年
二
月
九
日
、「
勝
っ
て
来
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
誓
っ

て
我
が
家
を
出
て
来
ま
し
た
。
銃
後
の
皆
様
に
歓
呼
の
声

で
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
私
は
、
天
皇
陛
下
の
た
め
、

国
民
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
覚
悟
で
出
て
来
ま
し
た
の
に
、

戦
争
に
負
け
た
と
は
残
念
で
し
た
。
ま
た
私
は
、
日
清
、

日
露
の
戦
役
以
降
今
日
ま
で
の
戦
争
で
何
百
万
人
の
戦
死

者
、
靖
国
神
社
の
神
と
祭
ら
れ
し
英
霊
に
対
し
何
と
お
詫

び
を
す
る
等
、
今
は
亡
き
英
霊
は
日
本
が
「
無
条
件
降
伏
」

と
は
思
っ
て
は
お
ら
れ
な
い
。
日
本
が
勝
つ
た
め
に
命
を

捧
げ
て
国
の
た
め
に
尽
く
し
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
「
靖

国
神
社
の
英
霊
に
は
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
」。 

武
装
解
除
よ
り
赤
軍
の
指
揮
に
よ
り
行
動
を
す
る
。
満
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州
鉄
道
は
南
方
二
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
孫
呉
で
破
壊
さ
れ
、

満
鉄
は
不
通
の
た
め
孫
呉
ま
で
行
軍
を
す
る
。
孫
呉
で
満

鉄
に
乗
り
朝
鮮
経
由
、
釜
山
港
よ
り
内
地
へ
帰
る
と
い
う

デ
マ
が
飛
び
ま
し
た
。 

日
本
軍
は
赤
軍
の
命
令
で
行
動
を
す
る
。
四
列
縦
隊
に

整
列
を
す
る
。
前
・
中
・
後
を
赤
軍
が
自
動
短
銃
の
実
弾

入
り
を
持
っ
て
日
本
軍
を
監
視
し
な
が
ら
孫
呉
に
向
か
っ

て
行
軍
を
す
る
。
昼
夜
の
別
な
く
、
食
糧
は
乾
パ
ン
一
袋

だ
け
。
途
中
で
支
給
す
る
と
聞
い
た
が
支
給
な
し
。
行
軍

中
、
川
の
水
を
飲
む
程
度
。
途
中
水
溜
り
の
池
が
あ
り
、

月
の
光
で
清
水

せ
い
す
い

に
見
え
ま
し
た
の
で
皆
で
我
れ
先
に
と
飲

み
ま
し
た
が
、
夜
明
け
に
水
溜
り
を
見
る
と
ボ
ウ
フ
ラ
が

一
面
で
し
た
。
そ
れ
を
見
て
誰
一
人
、
水
を
飲
む
者
が
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
人
間
に
は
水
が
必
要
で
す
。 

徒
構
図
を
出
発
し
て
か
ら
三
昼
夜
、
不
眠
不
休
で
孫
呉

に
到
着
す
る
。
乾
パ
ン
一
袋
（
塩
味
ビ
ス
ケ
ッ
ト
三
十
四

個
入
り
）
で
二
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行
軍
三
日
間
。
体

は
疲
れ
と
睡
眠
不
足
で
ふ
ら
ふ
ら
状
態
で
た
ど
り
着
い
た

の
は
、
鉄
条
網
を
張
っ
た
軍
属
官
舎
の
宿
舎
で
し
た
。 

日
本
軍
は
孫
呉
に
着
い
た
ら
満
鉄
の
列
車
に
乗
車
し
、

釜
山
経
由
で
内
地
に
帰
る
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

鉄
条
網
の
軍
属
官
舎
に
入
り
前
途
は
不
明
、
不
安
の
一
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

翌
日
よ
り
毎
日
、
旧
関
東
軍
の
貨
物
廠
の
糧
秣
（
関
東

軍
五
十
万
将
兵
が
十
年
間
の
糧
秣
を
貯
蔵
何
カ
所
）
を
貨

車
積
み
作
業
。
朝
か
ら
午
前
三
時
ま
で
、
九
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
麻
袋
（
米･

麦
・
大
豆･

小
豆
・
燕
麦
・
高
粱
入
り
）

の
積
み
込
み
作
業
を
毎
日
九
月
十
四
日
ま
で
。 

九
月
十
五
日
、
作
業
大
隊
の
編
成
。
作
業
大
隊
十
一
大

隊
第
二
中
隊
第
一
小
隊
第
一
分
隊
に
属
す
。
作
業
大
隊
は

孫
呉
を
出
発
（
デ
マ
は
黒
河
に
向
か
い
黒
龍
江
を
南
下
、

樺
太
経
由
で
内
地
へ
帰
る
）
。
事
実
は
、
孫
呉
を
出
発
、
黒

河
に
向
か
っ
て
行
軍
を
す
る
。
携
帯
品
三
人
に
二
枚
の
毛

布
が
財
産
で
す
。
孫
呉
よ
り
黒
河
ま
で
約
三
四
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
距
離
を
行
軍
す
る
。
途
中
に
懐
か
し
い
朝
水
を

通
過
す
。
関
東
軍
と
し
て
一
年
六
カ
月
余
り
、
天
皇
陛
下

に
忠
義
を
尽
く
し
、
ま
た
家
門
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
軍

務
に
勉
励
し
ま
し
た
。
ソ
連
軍
の
戦
車
隊
の
攻
撃
を
受
け
、
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十
二
日
間
の
戦
争
を
し
た
朝
水
陣
地
を
後
に
、
名
残
惜
し

い
朝
水
「
さ
ら
ば
朝
水
よ
、
ま
た
来
る
ま
で
は
」。 

朝
水
を
後
に
し
て
黒
河
へ
と
進
む
途
中
、
満
人
は
日
本

兵
に
対
し
石
を
投
げ
ま
し
た
。
日
本
兵
は
満
州
人
を
奴
隷

の
よ
う
に
扱
っ
た
と
恨
み
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

九
月
二
十
日
、
黒
河
に
到
着
。
黒
河
の
街
も
戦
争
で
荒

野
が
原
、
木
造
住
宅
は
焼
け
鉄
筋
建
築
は
骨
組
み
だ
け
、

実
に
み
す
ぼ
ら
し
い
風
景
で
し
た
。 

黒
河
よ
り
貨
物
船
に
乗
船
す
。｢

樺
太
方
面｣

か
「
ソ
連

行
か
」
運
命
の
境
道
で
し
た
が
、
船
は
ソ
連
（
ブ
ラ
ゴ
エ

シ
チ
ェ
ン
ス
ク
）
に
上
陸
す
。
黒
河
と
ソ
連
領
の
川
幅
は

約
五
百
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。
水
の
流
れ
は
か
な
り
急
流
で
、

冬
に
な
る
と
結
氷
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

上
陸
後
、
広
場
に
毛
布
で
幕
舎
を
建
て
、
毛
布
を
敷
い

て
寝
て
い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
り
毛
布
は
濡
れ
て
眠
れ
ず

困
り
ま
し
た
。
翌
日
、
木
の
枝
を
折
っ
て
下
敷
き
に
敷
き

ま
し
た
が
背
中
が
痛
く
て
眠
れ
ず
困
り
ま
し
た
。 

十
日
間
露
営
生
活
、
食
事
は
ス
ー
プ
程
度
二
食
で
し
た
。

ロ
シ
ア
は
国
策
で
「
働
か
ざ
る
者
は
食
う
べ
か
ら
ず
」
に

従
い
ま
し
て
、
毎
日
作
業
は
し
な
い
か
ら
二
食
で
も
食
べ

ら
れ
た
ら
上
等
で
し
た
。 

十
月
一
日
、
ブ
ラ
ゴ
エ
の
街
の
中
に
空
き
家
の
荒
れ
家

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
作
業
第
十
一
大
隊
の
捕
虜
収
容

所
で
し
た
。
窓
の
障
子
は
な
く
、
床
も
な
く
土
間
で
し
た
。

窓
は
煉
瓦
で
塞
ぎ
ま
し
た
。
土
間
の
ま
ま
で
三
段
装
置
の

棚 

（
バ
タ
リ
ー
）
式
で
、
段
の
床
は
（
ミ
ザ
ラ
式
）
板
の

隙
間
を
あ
け
て
板
張
り
。
三
人
で
二
枚
の
毛
布
で
寝
ま
し

た
。
交
互
に
寝
る
の
で
隣
に
寝
る
者
の
足
が
臭
く
、
お
互

い
に
隣
の
足
が
臭
い
と
言
い
な
が
ら
寝
ま
し
た
。 

電
灯
は
な
く
、
缶
詰
の
空
缶
に
工
場
の
廃
油
を
持
ち
帰

り
、
そ
れ
を
入
れ
て
上
か
ら
空
缶
を
蓋
に
し
て
、
缶
の
真

ん
中
に
ボ
ロ
布
を
芯
に
入
れ
た
「
カ
ン
テ
ラ
」
の
灯
で
電

灯
の
代
用
で
し
た
。 

収
容
所
は
約
百
メ
ー
ト
ル
四
方
の
面
積
で
、
四
方
を
鉄

条
網
で
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
張
り
、
約
一
メ
ー
ト

ル
離
れ
て
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
位
の
三
重
の
鉄
条
網
を

張
り
、
四
隅
に
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
望
楼
を
設

置
し
、
自
動
連
発
銃
に
実
弾
を
込
め
て
監
視
を
す
る
。
鉄
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条
網
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
寄
れ
ば
射
殺
す
る
と
規

約
が
あ
り
ま
す
。 

あ
る
人
は
、
下
痢
の
た
め
便
所
が
遠
い
の
で
鉄
条
網
三

メ
ー
ト
ル
以
内
へ
近
寄
り
射
殺
さ
れ
ま
し
た
。 

十
月
二
日
よ
り
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
市
内
工
場
の

雑
役
作
業
に
出
る
。
各
工
場
の
所
要
用
人
員
に
応
じ
て
各

班
ご
と
に
分
か
れ
て
出
発
を
す
る
。
各
工
場
の
ロ
シ
ア
人

は
、
毎
日
変
わ
ら
ず
に
同
じ
人
が
欲
し
い
と
話
す
の
で
、

当
分
は
同
じ
者
が
同
じ
工
場
へ
行
く
毎
日
。
変
わ
る
と
毎

日
仕
事
を
教
え
る
の
が
面
倒
で
作
業
の
能
率
が
悪
い
か
ら

同
じ
者
を
要
望
す
る
。 

九
月
末
か
十
月
に
雪
が
降
り
、
毎
日
零
下
五
〇
度
の
寒

さ
で
困
り
ま
し
た
。 

シ
ベ
リ
ア
の
冬
は
初
め
て
の
冬
で
、
特
に
初
年
兵
は
困

り
ま
し
た
。
自
分
等
の
大
隊
は
千
人
で
、
十
月
か
ら
四
月

末
日
の
間
に
約
四
割
が
死
亡
し
ま
し
た
。
病
名
は
「
栄
養

失
調
」
「
凍
傷
」「
発
疹
チ
フ
ス
」
等
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

死
体
は
褌
一
枚
で
、
着
て
い
た
衣
服
は
裸
に
し
て
全
部
引

き
揚
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

あ
る
朝
、
自
分
の
戦
友
で
同
年
兵
、
福
島
県
出
身
の
金

井
要
君
の
隣
に
寝
て
い
ま
し
た
。「
金
井
君
、
朝
だ
起
き
ろ

よ
」
と
呼
び
か
け
、「
朝
食
（
ス
ー
プ
）
を
食
べ
て
、
さ
あ

出
発
だ
、
起
き
な
い
と
作
業
に
間
に
合
わ
な
い
」
と
体
を

起
そ
う
と
す
る
と
冷
た
く
、
体
は
堅
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

｢

班
長
殿
、
金
井
君
は
死
に
ま
し
た｣

と
報
告
す
る
。
「
吉
田

は
戦
友
だ
か
ら
今
日
は
使
役
に
出
ろ
」
と
申
さ
れ
、
早
速

監
視
兵
立
会
い
で
衣
服
を
脱
が
し
、
死
体
を
ト
ラ
ッ
ク
に

積
む
。
体
は
堅
く
な
り
、
戦
友
と
二
人
で
丸
太
を
積
む
よ

う
に
「
い
ち
に
い
の
さ
ん
」
で
調
子
を
合
わ
せ
て
積
み
ま

し
た
。
我
が
大
隊
で
毎
日
二
十
五
人
か
三
十
人
の
死
者
を

出
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
街
外
れ
ま
で
行
き
、

ま
た
丸
太
を
下
す
よ
う
に
足
と
頭
を
持
っ
て｢

い
ち
に
い

の
さ
ん｣

で
三
十
人
の
死
体
を
捨
て
、
帰
り
ま
し
た
。
毎
日

の
死
体
で
山
積
み
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
思
い
出
し
ま

す
が
、
あ
の
死
体
は
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思

い
ま
す
。
毎
日
の
死
体
で
、
自
分
も
今
日
死
ぬ
か
明
日
死

ぬ
か
と
覚
悟
は
し
て
お
り
ま
し
た
。
初
年
兵
の
元
気
な
高

橋
君
に
「
吉
田
が
死
ん
だ
ら
頼
む
ぞ
」
と
い
つ
も
話
し
て
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お
り
ま
し
た
。 

「
捕
虜
生
活
は
こ
の
世
で
最
低
生
活
」
と
口
癖
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
夕
食
を
食
べ
て
か
ら
寝

ま
す
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
「
カ
ン
テ
ラ
の
灯
」
で
「
シ

ラ
ミ｣
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。
首
か
ら
体
全
体
に
「
シ
ラ
ミ
」

が
排
出
し
、
痒
く
て
寝
ら
れ
ず
困
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ツ
一

面
に
「
シ
ラ
ミ
」
が
い
っ
ぱ
い
つ
い
て
い
ま
す
。
「
シ
ラ
ミ
」

取
り
も
気
休
め
で
す
。
少
し
殺
し
て
ま
た
寝
ま
す
と
、
今

度
は
腹
が
減
っ
て
寝
ら
れ
ま
せ
ん
。
腹
の
皮
が
背
中
の
骨

に
付
く
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
腹
が
減
っ
て
寝
ら
れ
な
い

経
験
を
し
ま
し
た
。
日
本
に
帰
り
た
い
と
夢
の
よ
う
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
体
重
測
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

約
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
余
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
捕
虜
生

活
は
ど
う
に
か
生
き
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

昭
和
二
十
一
年
五
月
、｢

日
本
人
捕
虜
収
容
所
管
理
局
直

轄
農
場｣

へ
転
属
命
令
で
移
動
し
ま
し
た
。
現
収
容
所
か
ら

北
へ
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
の
農
村
地
帯
で
、

近
所
の
集
落
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
集
団
農
場
）
で
し
た
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
で
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
言
う
国
営
農
場
の
集
落

も
あ
り
ま
す
。 

ソ
連
国
の
政
策
は
国
営
化
（
ソ
フ
ホ
ー
ズ
）
の
計
画
を

奨
め
て
い
ま
し
た
。
管
理
局
農
場
に
は
管
理
人
が
一
人
で
、

日
本
人
抑
留
者
を
使
っ
て
農
場
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

農
場
作
業
は
馬
鈴
薯
の
種
薯
を
植
え
る
の
が
仕
事
で
し
た
。

日
本
人
は
腹
が
減
っ
て
困
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
植
え
た

種
薯
を
掘
り
起
こ
し
て
持
ち
帰
り
飯
盒
で
炊
い
て
食
べ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
ば
ら

く
す
る
と
芽
が
出
て
葉
が
出
て
葉
が
付
き
ま
す
が
、
日
本

人
が
掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
は
芽
が
出
ま
せ
ん
の
で
管
理

人
は
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ヒ
ー
テ
リ
（
日
本
人
は
ず
る
い
）」

と
怒
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ニ
ズ
ナ

イ
（
日
本
人
は
知
ら
な
い
）」
と
答
え
る
と
、
ま
た
管
理
人

は
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ソ
ウ
ダ
ー
ツ
、
ヨ
ッ
ポ
イ
マ
ー
チ

（
日
本
の
兵
隊
は
悪
い
）」
と
何
度
も
怒
り
ま
し
た
。
管
理

人
は
、
種
薯
が
収
穫
時
に
は
沢
山
獲
れ
る
の
に
今
食
べ
た

ら
大
き
い
損
だ
と
怒
っ
て
い
る
意
味
は
解
っ
て
い
ま
す
が
、

今
日
本
人
は
腹
が
減
っ
て
困
っ
て
い
る
か
ら
食
べ
た
の
で

す
。
日
本
人
は
食
べ
ら
れ
る
物
は
何
で
も
口
に
入
れ
ま
し
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た
。
胡
瓜
の
葉
で
も
口
の
中
で
は
困
っ
て
も
食
べ
ま
し
た
。

今
考
え
る
と
お
か
し
い
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ロ
シ
ア
の
日

本
人
抑
留
者
で
も
、
場
所
に
よ
っ
て
は
よ
い
待
遇
の
部
隊

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
で
話
を
聞

く
と
、
私
ら
は
最
低
の
低
を
歩
ん
で
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

管
理
局
農
場
の
収
穫
も
終
わ
り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
は
、
管
理
局
農
場
よ
り
約
三

五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
フ
カ
」
収
容

所
へ
移
動
し
ま
し
た
。
そ
の
収
容
所
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
農

作
業
の
手
伝
い
で
、
各
現
場
へ
所
要
人
員
が
分
か
れ
て
作

業
に
行
き
ま
し
た
。 

メ
ト
フ
ェ
乳
牛
の
牧
場
は
乳
牛
を
三
百
頭
位
飼
っ
て
い

ま
し
た
。
国
営
で
す
か
ら
労
働
者
は
の
ん
び
り
し
た
も
の

で
す
。
そ
こ
の
作
業
は
、
乳
牛
の
乾
草
飼
料
を
馬
二
頭
引

き
の
馬
車
で
五
百
キ
ロ
を
運
搬
す
る
の
で
す
。
零
下
五
〇

度
の
と
こ
ろ
で
馬
二
頭
を
走
ら
せ
、
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
で
乾
草
を
半
ト
ン
積
ん
で
帰
る
の
で
す
。
行

き
は
空
車
で
す
。
乾
草
積
み
用
の
フ
ォ
ー
ク
は
先
が
細
く

突
か
れ
た
ら
痛
い
で
す
が
、
二
頭
の
馬
の
尻
を
フ
ォ
ー
ク

で
突
い
て
走
ら
せ
る
の
で
す
。
馬
は
突
か
れ
て
血
が
出
て

い
ま
し
た
が
、
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
乾
草
半
ト
ン
積
ん

で
帰
る
の
に
は
余
程
走
ら
な
い
と
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

馬
も
可
愛
想
で
す
が
、
日
本
人
抑
留
者
に
は
災
難
で
す
。

厩
舎
の
手
前
ま
で
帰
る
と
馬
の
尻
か
ら
血
が
流
れ
て
お
り
、

乾
草
で
こ
す
っ
て
解
ら
ぬ
よ
う
に
し
ま
す
が
、
厩
舎
管
理

人
か
ら
叱
ら
れ
ま
し
た
。
収
容
所
へ
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
日
の
作
業
を
終
え
、
夕
食
後
収
容
所
内
の
一
カ
所
に

集
合
し
共
産
主
義
の
思
想
教
育
を
受
け
る
。
週
三
回
か
四

回
。
指
導
者
は
青
年
行
動
隊
約
十
人
が
通
訳
を
通
じ
て
ロ

シ
ア
人
よ
り
指
導
を
受
け
、
そ
の
人
が
夜
指
導
教
育
を
す

る
。
そ
の
教
育
を
受
け
な
い
と
反
動
分
子
と
し
て
の
取
り

扱
い
を
受
け
、
ま
た
特
別
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 作

業
で
小
麦
刈
り
作
業
に
出
た
。
麦
刈
り
が
遅
れ
て
雪

が
麦
の
上
を
覆
い
、
雪
と
一
緒
に
小
麦
刈
り
を
し
ま
し
た
。

麦
刈
り
作
業
も
、
例
え
ば
今
日
五
ア
ー
ル
の
割
り
当
て
を

一
生
懸
命
に
刈
り
、
昼
過
ぎ
に
終
わ
っ
て
帰
り
ま
す
。
翌

日
は
八
ア
ー
ル
に
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
人
は
正
直
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に
刈
り
ま
す
。
午
後
三
時
頃
刈
り
終
わ
り
、
帰
り
ま
す
。

ま
た
翌
日
は
十
ア
ー
ル
程
度
の
割
り
当
て
を
す
る
。
日
本

人
は
ロ
シ
ア
人
に
、
麦
刈
り
面
積
が
毎
日
増
え
る
の
が
納

得
で
き
ぬ
と
交
渉
す
る
。
ロ
シ
ア
人
は
「
日
本
人
は
早
く

帰
る
か
ら
面
積
を
毎
日
増
や
す
。
毎
日
ゆ
っ
く
り
一
日
か

か
っ
て
刈
れ
ば
よ
い
の
に
早
く
帰
る
か
ら
面
積
が
増
え
ま

す
」
と
。
翌
日
か
ら
「
の
ん
び
り
」
夕
方
ま
で
か
か
り
刈

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ソ
フ
ホ
ー
ズ
作
業
も
種
々
様
々
な
作
業
を
し
ま
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
一
年
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
フ
カ
に
い
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
頃
、
「
日
本
人
は
内
地
へ

帰
る
た
め
列
車
で
ナ
ホ
ト
カ
へ
行
く
」
と
命
令
が
あ
り
ま

し
た
。
列
車
は
貨
物
列
車
で
、
床
に
下
敷
を
敷
い
て
寝
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
客
車
輸
送
よ
り
貨
車
輸
送
の
方
が
楽

で
し
た
。
約
十
五
日
乗
車
し
ま
し
た
。
北
の
シ
ベ
リ
ア
で

は
雪
が
少
な
く
、
南
へ
来
る
ほ
ど
雪
が
深
く
、
不
思
議
で

し
た
。
極
寒
地
は
雪
は
約
二
十
セ
ン
チ
～
三
十
セ
ン
チ
位

で
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
。
い
よ
い
よ
日
本
に
帰
れ
る

と
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
一
度
身
体
検
査
を
す
る
と
の

命
令
で
、
実
は
「
強
兵
」
「
弱
兵
」
の
検
査
で
し
た
。｢

強

兵｣

と
認
め
た
者
は
日
本
に
帰
ら
ず
ナ
ホ
ト
カ
に
作
業
隊

と
し
て
残
り
ま
し
た
。
弱
兵
は
病
院
船
で
日
本
に
帰
り
ま

し
た
。 

｢

強
兵｣

「
弱
兵
」
の
差
が
あ
り
、
弱
兵
を
見
送
り
、
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。
強
兵
は
山
の
収
容
所
へ
行
き
、
ま
た

ロ
シ
ア
で
作
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
よ

り
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
収
容
所
が
あ
り
、
毎
日

ナ
ホ
ト
カ
ま
で
歩
い
て
作
業
に
出
ま
し
た
。
収
容
所
は
午

前
四
時
起
床
、
同
五
時
頃
朝
食
、
同
五
時
三
十
分
集
合
、

同
五
時
四
十
五
分
出
発
。
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く
。

ナ
ホ
ト
カ
港
で
作
業
を
す
る
。 

作
業
は
、
岩
を
火
薬
で
割
る
、
そ
の
後
日
本
人
は
大
ハ

ン
マ
ー
で
岩
を
砕
き
、
そ
の
石
を
一
輪
車
で
運
ぶ
。
一
メ

ー
ト
ル
立
方
で
長
く
積
む
。
一
日
の
作
業
量
は
運
ん
だ
石

で
検
査
を
受
け
る
。
一
日
量
何
立
方
メ
ー
ト
ル
と
測
量
を

す
る
。
立
方
数
に
よ
り
食
糧
の
配
給
が
違
い
ま
す
。
後
日
、

そ
の
割
り
石
を
ナ
ホ
ト
カ
の
海
に
あ
け
る
の
で
す
。
一
枚

の
足
場
板
を
一
輪
車
で
割
り
石
を
積
ん
で
海
に
あ
け
ま
す
。 
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夜
間
作
業
も
あ
り
ま
す
。
夜
間
作
業
で
一
輪
車
に
石
を

積
ん
だ
ま
ま
海
へ
落
ち
ま
し
た
。
約
三
メ
ー
ト
ル
下
に
落

ち
て
、
助
け
て
く
れ
と
叫
ん
で
お
り
ま
す
が
誰
も
助
け
る

者
は
お
り
ま
せ
ん
。
落
ち
た
人
は
犠
牲
者
で
す
。
抑
留
生

活
は
ど
こ
で
死
ぬ
か
解
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
岩
を
割
る
た

め
「
ハ
ッ
パ
」
を
か
け
る
間
は
退
避
を
し
ま
す
が
、
退
避

解
除
後
作
業
に
行
き
、
開
い
た
岩
が
戻
り
、
岩
と
岩
に
両

足
を
挟
ま
れ
助
け
て
く
れ
と
泣
い
て
い
る
が
仕
方
な
く
、

助
け
る
こ
と
も
で
き
ず
気
の
毒
だ
と
思
う
だ
け
。
お
そ
ら

く
両
足
切
断
と
思
い
ま
す
。
全
然
知
ら
ぬ
人
で
し
た
が
気

の
毒
な
現
場
で
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
の
作
業
も
毎
日
一
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
を
歩
い
て
作
業
に
出
ま
し
た
。
そ
の
間
、

引
揚
船
が
港
に
着
く
と
ロ
ー
プ
を
張
り
、
無
断
で
乗
船
の

で
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。 

ヤ
レ
ヤ
レ
、
ナ
ホ
ト
カ
港
ま
で
帰
る
予
定
で
来
た
の
に

築
港
の
準
備
作
業
ば
か
り
、
い
つ
日
本
に
帰
れ
る
か
不
明

の
毎
日
で
し
た
。
作
業
の
往
復
は
「
赤
旗
の
歌
」「
メ
ー
デ

ー
の
歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。
軍
隊
当
時
は｢

関
東
軍
の
歌｣

「
砲
兵
の
歌
」
「
さ
ら
ば
ラ
バ
ウ
ル
よ
」
等
の
軍
歌
を
歌
い

ま
し
た
が
、
戦
争
に
負
け
た
ら｢

赤
旗
の
歌｣

と
は
情
け
な

い
と
思
い
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
三
年
五
月
五
日
、｢

本
当
に
日
本
に
帰
れ
る
ら

し
い｣

と
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
五
月
七
日
、
ナ
ホ
ト
カ
港

に
整
列
す
。
引
揚
船｢

信
濃
丸｣

で
、
一
名
ず
つ
カ
タ
カ
ナ

で
名
前
を
呼
び
、
桟
橋
を
渡
り
乗
船
を
す
る
。
船
員
に
聞

く
。「
こ
の
船
は
本
当
に
日
本
に
行
き
ま
す
か
」
と
尋
ね
る

と
、
船
員
は
笑
っ
て｢

舞
鶴
へ
着
き
ま
す
。
私
は
奈
良
出
身

で
す｣

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
私
は
滋
賀
県
で
す
。
奈

良
県
の
隣
で
す
」
と
話
す
。
三
年
間
の
抑
留
生
活
と
別
れ

を
告
げ
る
。
一
日
千
秋
の
思
い
だ
っ
た
抑
留
生
活
の
苦
労

を
忘
れ
る｢

信
濃
丸｣

は
、
舞
鶴
港
へ
と
急
い
で
航
海
を
す

る
。
ナ
ホ
ト
カ
も
見
え
な
く
な
り
、
一
日
は
海
だ
け
。 

五
月
九
日
午
後
四
時
頃
、
引
揚
船
の
乗
員
一
人
が
「
内

地
が
見
え
た
ぞ
ー
」
と
叫
ぶ
。
我
れ
先
に
と
甲
板
に
上
る
。 

確
か
に
日
本
だ
、
緑
の
木
が
見
え
る
。
「
ナ
ホ
ト
カ
」
の

木
は
葉
が
な
か
っ
た
が
確
か
に
日
本
、
間
違
い
な
し
だ
。

船
は
だ
ん
だ
ん
と
日
本
列
島
に
近
づ
い
て
行
く
。
午
後
六

時
頃
、
舞
鶴
港
に
着
く
。
し
ば
ら
く
す
る
と
小
船
が
近
づ
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い
て
来
る
。 

ア
メ
リ
カ
人
の
Ｍ
Ｐ
が
小
船
か
ら
信
濃
丸
に
乗
船
す
る
。

英
語
で
解
ら
ぬ
言
葉
で
ペ
ラ
ペ
ラ
と
話
す
。
間
も
な
く
小

船
で
上
陸
を
す
る
。
私
ら
は
九
日
の
夜
は
港
湾
で
宿
泊
す
。

翌
五
月
十
日
午
前
九
時
頃
、
舞
鶴
港
平
桟
橋
に
上
陸
を
す
。

一
番
に
目
に
付
い
た
の
が
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
の

襷
た
す
き

を
掛
け
た
婦
人
会
で
、
日
の
丸
の
旗
を
手
に
し
て
「
御
苦

労
様
で
し
た
」
と
迎
え
て
く
れ
た
と
き
の
気
持
ち
は
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
に
脳
裏
に
残
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
時
、
日
本
の
女
性
は
小
さ
い
と
思
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
人
は
大
き
い
か
ら
、
小
さ
く
思
い
ま
し
た
。
な
お
、

そ
の
時
「
誰
か
故
郷
を
思
わ
ざ
る
」
の
レ
コ
ー
ド
が
拡
声

器
で
流
れ
た
時
、
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
戦
争
で
負
け
て

三
年
間
抑
留
生
活
を
し
た
者
に
対
し
、
婦
人
会
を
は
じ
め

各
団
体
、
機
関
の
方
々
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
感
無
量
で

し
た
。
舞
鶴
に
上
陸
す
。
一
番
に
風
呂
で
、
入
浴
と
検
疫

を
受
け
、
新
し
い
衣
服
に
着
替
え
、
昼
御
飯
に
米
の
御
飯

を
頂
い
た
時
、
感
謝
の
涙
が
出
ま
し
た
。 

そ
の
後
三
日
、
Ｍ
Ｐ
機
関
が
調
書
を
取
り
、
引
揚
援
護

局
の
手
続
き
も
終
わ
り
ト
ラ
ッ
ク
で
東
舞
鶴
駅
へ
出
る
。

特
別
専
用
列
車
で
京
都
へ
出
る
。
京
都
駅
で
京
都
の
叔
父

二
人
、
叔
母
が
駅
の
ホ
ー
ム
で｢

貞
次
、
よ
く
帰
っ
た
な
ー｣

と
呼
ん
で
下
さ
っ
た
時
、
驚
き
ま
し
た
。「
連
絡
な
し
に
よ

く
知
っ
た
な
」
と
言
う
と
、
新
聞
や
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
京
都
駅
よ
り
野
洲
ま
で
指
定
席
が

あ
り
ま
し
た
。
弟
三
郎
が
京
都
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ

た
。
指
定
席
を
弟
が
案
内
す
る
。
弟
と
二
人
で
京
都
駅
よ

り
野
洲
駅
ま
で
帰
る
。
汽
車
は
満
員
で
し
た
が
、
指
定
席

ま
で
設
け
て
頂
き
恐
縮
し
ま
し
た
。
野
洲
駅
を
降
り
る
と

親
戚
の
人
、
隣
組
の
方
々
が
野
洲
駅
ま
で
出
迎
え
に
来
て

く
れ
ま
し
て
感
謝
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
我
が

家
へ
歩
い
て
帰
り
ま
し
た
が
、
道
路
が
狭
く
思
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
広
い
国
か
ら
日
本
へ
帰
る
と
、
至
る
所
が
狭
い

感
じ
で
し
た
。 

昭
和
十
九
年
二
月
九
日
、
我
が
家
を
出
発
し
て
か
ら
四

年
三
カ
月
、
実
に
変
わ
っ
た
感
じ
で
し
た
。
留
守
中
、
家

族
は
健
在
で
し
た
。
何
よ
り
の
幸
せ
で
し
た
。
夕
食
は
親

戚
の
皆
さ
ん
と
歓
迎
の
祝
宴
で
し
た
。
四
年
三
カ
月
ぶ
り
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で
我
が
家
の
布
団
で
寝
る
の
も
夢
の
よ
う
で
し
た
。
ロ
シ

ア
よ
り
帰
国
し
て
か
ら
満
五
十
六
年
過
ぎ
ま
し
た
。 

舞
鶴
の
援
護
局
で
金
四
百
円
頂
い
た
時
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
物
価
も
高
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

長
々
と
六
十
年
余
り
の
思
い
出
を
書
き
ま
し
た
が
、
ま

と
ま
り
の
な
い
こ
と
を
お
詫
び
申
し
ま
す
。 

  【
執
筆
者
の
紹
介
】 

大
正
十
二
年
八
月
二
十
七
日 
滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
宅
に
出
生 

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
五
日 

野
州
町
立
野
洲
高
等
小
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
卒
業 

昭
和
十
三
年
四
月
一
日 

野
洲
町
立
青
年
学
校
に
入
学 

昭
和
十
六
年
九
月
十
日 

呉
海
軍
工
廠
に
徴
用
と
同
時
に
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
廠
青
年
学
校
に
転
校 

昭
和
十
九
年
一
月
三
十
一
日 

呉
海
軍
工
廠
青
年
学
校
卒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

業 

昭
和
十
九
年
二
月
十
日 

呉
海
軍
工
廠
退
職 

昭
和
十
九
年
二
月
十
日 

広
島
に
て
現
役
入
営 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

満
州
国
黒
河
省
璦
琿
朝
水
満
州 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

第
六
一
二
部
隊
野
砲
第
四
中
隊 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

現
地
入
隊 

昭
和
二
十
年
八
月
十
日 

兵
長
に
任
命 

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
一
日 

満
州
国
朝
水
陣
地
に
て
抑 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

留 

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
日 

ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
収 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

容
所
に
入
所
、
同
国
営
農
場 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

を
経
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

フ
カ
収
容
所
に
移
動 

昭
和
二
十
二
年
十
月 

 
 

ナ
ホ
ト
カ
収
容
所
に
移
動 

昭
和
二
十
三
年
五
月
七
日 

ナ
ホ
ト
カ
を
経
て
舞
鶴
に
復 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

員 

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日 

野
洲
町
市
三
宅
区
協
議
員
任 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

命
、
同
五
十
二
年
二
月
二
十 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

一
日
に
至
る 

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日 

市
三
宅
農
業
組
合
長
に
任
命
、 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

同
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日 
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に
至
る 

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日 

市
三
宅
区
長
代
理
を
任
命
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
区
長
を
経
て
平
成
十
三
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
三
十
一
日
に
至
る 

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日 

野
洲
町
同
和
対
策
推
進
協
議 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

会
委
員
に
任
命
、
現
在
に
至 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

る 

平
成
元
年
四
月
一
日 
北
野
学
区
会
長
に
任
命
、
同
十
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三
月
三
十
一
日
に
至
る 

平
成
二
年
四
月
一
日 

野
洲
町
区
長
会
長
に
任
命
、
同
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
三
月
三
十
一
日
に
至
る 

平
成
三
年
四
月
一
日 

野
洲
川
土
地
改
良
区
右
岸
下
流
調 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

整
委
員
長
に
任
命
、
同
十
四
年
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
三
十
一
日
に
至
る 

 

推
薦
の
言
葉 

氏
は
抑
留
中
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
労
苦
を
体
験
さ

れ
な
が
ら
も
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
復
員
さ
れ
る
。
復
員

後
は
専
ら
地
元
区
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
る
献
身
的
な
努

力
を
重
ね
ら
れ
、
こ
と
に
土
地
改
良
区
事
業
に
格
別
の
功

績
を
残
さ
れ
区
民
の
尊
敬
の
的
と
な
る
。
こ
れ
も
、
ひ
と

え
に
抑
留
生
活
の
苦
難
か
ら
生
じ
た
滅
私
的
な
努
力
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
体
験
を
寄
稿
さ

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
推
薦
い

た
し
ま
す
。 

（
滋
賀
県 

 

荒
川 

正
次
） 




